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クイズをつくること

で、一番伝えたいこと

が明確になった。クイ

ズは教師が丁寧に指導

していくことが重要。 

自分の選んだ問題と

友達の選んだ問題が

違ったら、それぞれ

の理由を話し合わせ

るとよい。 

大人のぞうは

１回にペット

ボトル４本分

も水を飲むん

だって。 

あしの中にはゆびの

ほねがあるんだね。 

赤ちゃんぞうって お母さん

ぞうのうんちを食べるんだ！ 
赤ちゃんがおかあさんの

うんちを食べるにはわけ

があるんだ！ 

うんちのことを３択にしよう。 
前足と後ろ

足のつめの

数の違いも

クイズにし

ようよ。 

オスとメスにはきば

の違いがある。 

〇か×か？ 

赤ちゃんぞうが、お母

さんぞうのうんちを食

べて、そこから何をも

らうのでしょうか？ 

１．赤血球 

２．細胞 

３．微生物 

オスとメスのきばの

違いをクイズにしよ

う。 

水を飲む量

を〇×クイ

ズにするの

はどうかな。 

 

発表は教師が選んで

行い、発表ごとに感

想を言わせるなどし

て解説の必要性に気

付かせるとよい。 

児童が真剣に自分事として、問題

解決を行っていてとてもよかった

です。そして４５分の中で､クイ

ズを作って、紹介までしていたの

が素晴らしい。教師には活動の見

通しがあり、規律が保たれている

中でしっかりと子どもを育ててい

て感心しました。これからは、学

んだことを表出する場で、様々な

工夫を凝らしていくとよいのでは 

ないかと思います。 


